
 

第９期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の概要

１  計画の概要  

名 称 第９期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

計 画 期 間 令和６年度～令和８年度 

計 画 の 

位 置 付 け 

市町村地域福祉計画（社会福祉法第 107条）である「長岡市地域福祉計画」を上位

計画として位置付け、市町村老人福祉計画（老人福祉法第 20 条の８）と市町村介

護保険事業計画（介護保険法第 117条）を一体的に策定 

策 定 体 制 
保健・医療・福祉関係者、学識経験者、介護保険被保険者等により構成される 

「長岡市高齢者保健福祉推進会議」において、意見や提言を受けて策定 

 

２  高齢者保健福祉を進めるための重点項目  

(1) 健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指した健康づくりと介護予防の推進 

健康寿命の延伸に向けて、幼少期からの健康な生活習慣の確立と介護予防サービスの周知・理解

促進が必要 

⇒ 生涯にわたる健康づくりを推進するとともに、主体的・継続的に取り組める総合事業の 
推進 

(2) 認知症の人やその家族を支援する認知症施策の推進 

今後も認知症の人の増加が予想されるため、引き続き認知症の人や家族を支える取組が必要 

⇒ 予防・早期発見の体制強化とともに、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けるこ

とができる社会を目指し、地域で見守り、支える体制づくりを推進 

(3) 在宅サービスの充実 

介護サービスの理解促進や相談窓口の周知を図り、在宅生活を支えるサービスの充実が重要 

⇒ 多職種の包括的な支援体制の構築を図り、「介護を必要になったら」を考える市民が増え 
るよう意識醸成を図る 

(4) 介護人材確保に向けた支援・施策の総合的な推進 

必要とされる介護サービスを提供していくため、介護人材の確保が求められている 

⇒ 関係機関と連携して介護事業の魅力発信に努めるともに、介護現場の負担軽減や生産性 

向上の取り組みを支援する 

(5) 既存サービス事業の安定化の推進を目的とした介護基盤整備 

介護保険施設の入所待機者数が減少傾向であることなどから、既存サービス事業の安定化に向

けた整備が必要 

⇒ 介護ニーズや地域バランス等を勘案し、既存サービスの活用促進・安定化を図る 

３基本指針と施策の柱  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①はつらつとした暮らしの促進

＜基本指針＞ ＜施策の柱＞      ＜施策項目＞

はつらつと
暮らせる
まちづくり

(1)健康寿命の延伸と健康格差
の縮小を目指した健康づくり
と介護予防の推進

①生涯にわたる健康づくりの支援

(2)はつらつとした暮らしと社
会参加の促進

②高齢者の雇用と社会参加の促進

②介護予防への主体的な取り組みの
支援

住み慣れた
地域で暮らせる
まちづくり

①在宅医療と介護等の連携の推進

②安心して在宅生活を送るための支
援の充実(1)暮らしを支える体制と支援

の充実

③在宅介護者への支援の推進

④安心できる住まいの確保

⑤多様な主体による生活支援の充実

⑥地域包括支援センターの機能の充
実

⑦地域で支え合う体制の構築

①普及啓発・本人発信支援

(2)認知症の人とその家族を
支える認知症施策の推進

②予防

③医療・ケア・介護サービス・介護
者への支援

④認知症バリアフリーの推進・若年
性認知症の人への支援・社会参加支
援

(3)持続可能な介護保険制度の
推進と適正な運営

①介護保険サービスの利用実績と今
後の見込み

②介護事業費等の推計

③介護保険制度の適正な運営

④介護人材確保及び介護現場の生産性向
上に向けた支援・施策の総合的な推進

⑤介護サービス基盤の維持・確保

安全・安心で
住みよい
まちづくり

(1)やさしい生活環境の整備
②住みやすい住宅・住環境づくり

①住みよい福祉のまちづくりの推進

③安心して暮らせるまちづくり
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４  介護保険料  

介護保険料基準額（月額）と認定者数の推移 

 

※認定者数については、各期の最終年度の数値 

 

５  介護サービス基盤の整備  

(1) 介護サービス基盤の整備の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 介護サービス基盤の整備量 

●地域密着型サービス 

サービス種別 
第８期 

実績 

Ｒ５末 

累計 

第９期計画 Ｒ８末 

累計 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８  

定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護 
箇所数 1 7 - - - - 7 

夜間対応型訪問介護 箇所数  1 - - - - 1 

地域密着型通所介護 
箇所数 (-2) 9 

1か所程度 
1 10 

定員 (-33) 138 未定 未定 

認知症対応型通所介護 
箇所数 (-4)  19 - - - - 19 

定員 (-29) 145 - - - - 145 

小規模多機能型 

居宅介護 

箇所数 (-1) 15 - - - - 15 

定員 (-25) 405 - - - - 405 

認知症対応型 

共同生活介護 

箇所数 (-4) 31 
1か所程度 

1 32 

定員 (-53) 465 未定 未定 

地域密着型特定施設 

入居者生活介護 

箇所数  2 - - - - 2 

定員  58 - - - - 58 

地域密着型介護老人福祉 

施設入所者生活介護 

箇所数  12 - - - - 12 

定員  295 - - - - 295 

看護小規模多機能型 

居宅介護 

箇所数  1 
1か所程度 

1 2 

定員  29 未定 未定 

 

※( )内の数値は、サービス種別の転換による廃止、定員減及び廃止によるもの 

 

●広域型サービス 

サービス種別 
第８期 

実績 

Ｒ５末 

累計 

第９期計画 Ｒ８末 

累計 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８  

特定施設 

入居者生活介護 

箇所数 1 15 - - - - 15 

定員 60 725 - - - - 725 

介護老人福祉施設 
箇所数  19 - - - - 19 

定員 20 1,639 - - - - 1,639 

介護老人保健施設 
箇所数  9 - - - - 9 

定員  1,074 - - - - 1,074 

介護医療院 
箇所数  2 - - - - 2 

定員  300 - - - - 300 
 

 
 

※地域密着型サービス、広域型サービスの整備量は、第９期計画策定前の予定値を記載 
 

既存サービスの活用促進と安定化が図れる整備 

【居宅系サービス】 

・地域包括ケア実現に向け、重度の要介護者や医療・介護ニーズの高いひとり暮らしの
高齢者、高齢者のみの世帯の在宅生活を支えるため、「看護小規模多機能型居宅介
護」を整備 

・今後、供給が不足すると見込まれる地域に、「地域密着型通所介護」を整備 

【施設・居住系サービス】 

・認知症の人の増加が見込まれることから、「認知症対応型共同生活介護」を整備 

整備の考え方 

認
定
者
数 

 （H24-26）      （H27-29）         （H30-R2）         （R3-5）           （R6-8） 

 

 

(推計) 
介
護
保
険
料 


